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イタリアンビテオコレクション・メールマガジン“ローマから吹く風”（第 90 号） 

「プロチダ島訪問/パルテノペア共和国市民殉難碑」 
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1.はじめに 

 プロチダ島はナポリ湾をちょっと出たところ、イスキア島の手前にある小さな島です。可愛

くパステルカラーで彩りされた建物が出迎えてくれる。大型船こそ就航してないけど、フェリ

ーがいくつも出入りする港で活気があります。Midoroma さんはローマから訪問するのに手頃な

この島に、短期のバカンスを楽しむため訪れました。 

 

 

2.プロチダ島訪問 

プロチダ島は 4平方キロくらいにすぎないのに 1万人以上の島民がいます。カプリやイスキ

アと大きく違うのは、観光が産業の中心ではないこと。海で生活の糧を得ている。近海、遠海

から新鮮な魚が毎日届き、ナポリ、カプリ、イスキアへ運ばれる漁業の他に、国立の航海技術

高校があり、世界中の船籍の船でこの学校を出た人々が働いています。だから、ここを訪れる

と、カプリやイスキアのように土産物だらけの街ではなく、普通に生活がある土地を見ること

ができます。 

 プロチダ島は世界的にヒットしたイタリア映画「イル・ポスティーノ」が撮影された島とし

て、一躍有名になりました。島の至る所に「イル・ポスティーノ」絡みの場所があります。ポ

スティーノを撮影した海岸、漁港、ヒロイン・ベアトリーチェの居酒屋兼食堂、果てはポステ

ィーノ広場やポスティーノ通りまであります。「イル・ポスティーノ」は、1950年代の一時

期、祖国チリを追われた実在の詩人パブロ・ネルーダが、ナポリ湾のカプリ島に身を寄せた史
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実にもとづき、架空の漁村を舞台にマッシモ・トロイージ扮する郵便配達夫（イル・ポスティ

ーノ）と心を通わせる名作です。 

 写真の立て札があって、「ここでトロイージは撮影をした」と書いてある。「イル・ポステ

ィーノ」主演のマッシモ・トロイージはナポリの英雄なのだ。だから、この立て札にチリの詩

人パブロ・ネルーダを演じた世界的俳優フィリップ・ノワレの名前はありません。実際のパブ

ロ・ネルーダが一時滞在していたのは、カプリ島。場所が違うなどと野暮なことは言わないで

ください。亡命当時のカプリ島は、今と違ってとても辺鄙なところがありました。現在の観光

地化したカプリでは、ロケはできません。ナポリ湾で鄙びた雰囲気の残ったプロチダ島が映画

のロケ地として最適だったのです。 

 2泊 3 日のショートトリップでした。初日と 2日目は「イル・ポスティーノ」の撮影地巡り

と、水が澄んでいて綺麗な海辺の自然公園を訪れました。最終日は海を望む絶壁に建てられた

プロチダ島の守護聖人・聖ミケーレを祀った聖ミケーレ教会、砲台、パルテテノペア共和国市

民殉難碑などを見て回りました。市民殉難碑を見て，なにか、気持にちょっと哀しいものが芽

生えたけど、気を取り直して港ヘ戻って腹ごしらえ。いただいたのは「カジキマグロの燻製の

ソテーとエビ」「プロチダ名物のレモンのサラダ」を楽しみました。食事が済んだ頃、漁船が

帰ってきて、小舟が荷を取りに行くのがみえた。小舟いっぱいの魚。テキパキとおじさんたち

が素早く荷車に乗せて魚屋に運び込む。イカ、たこ、小エビ、巻貝、シャコ、アジ、ヒメダ

イ、イワシ、名前の知らない岩場の魚 などなど。小ぶりの魚ばかりだけど多種多様。豊かな

海です。 

詳しくは→https://www.ivc-net.co.jp/cult/wind/2020/359.html 

 

 

3.パルテノペア共和国市民殉難碑 

 ナポリではフランス革命後の 1799年に、ナポレオンの支援でパルテノペア共和国（パルテ

ノペアはナポリの古語名）という市民共和国が樹立され、半年ほど存在していました。国名は

ナポリの古名のパルテノペにちなむものです。ナポレオンによりナポリ王国が打倒されたあと

に樹立され、まもなくナポリ国王側の反撃により、あえなく滅亡した自由共和国です。 

 プロチダ島から海を見下ろす丘の上にはパルテノペア共和国市民殉難碑が置かれています。

19 世紀に建てられた殉難碑には「1799年の自由の戦い。この場所に於いて、非道な手によっ

て倒された。」そして名前と職業が続いています。祭司が二人、地主、公証人、外科医、薬剤
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師、書記、職人がそれぞれ一人、農夫が二人。「全員プロチダの住民で、不法な裁決により、

文化生活と過去の一部が抹消された。」と記載されており、最後に「殉教者と宣言する」とあ

ります。 

 米国のスーザン・ソンタグの歴史小説「火山に恋して」は、この時代のナポリのブルボン王

朝を舞台にして書かれています。まさにこの小説で書かれていた、立ち上がった市民がシチリ

アに避難していたブルボン王朝がナポリに復帰した際に、虐殺された史実そのもののあかしが

ここにありました。 その丘の上に大砲が二台ありました。1788の数字が見える。もちろん年

のこと。この市民戦争で使われたのでしょう。。。。 

 

 

 詳しくは→https://www.ivc-net.co.jp/cult/wind/2020/361.html 

 

 

4.旅の情報：プロチダ島で食事をするなら、レストラン La Conchiglia 

 プロチダ島で食事をするなら、レストラン La Conchiglia （ラ・コンキリア、貝）を逃して

はいけない。新鮮な魚介類を使ったオリジナル料理が楽しめます。La Conchiglia ではイタリ

ア各地の美味しいものを知る Midoroma さんを唸らせる絶品料理が楽しめます。それは「リコ

ッタのパスタ包のナスとボンゴレソース和え」と「パッケリ（巨大なマカロニ）のボンゴレと

ムール貝和え」です。この２種類のパスタについて Midoroma さんは「奇跡のハーモニー」と

称賛しています。 

 

住所：Via Pizzaco, 10, 80079 Procida NA, 

電話：+39 081 896 7602 

 

5.あとがき 

 アマルフィは、イタリア南部のソレント半島南岸一帯のサレルノ湾に面した海岸を指す名称

です。世界一美しい海岸と云われる景勝地で 1997 年にはユネスコの世界遺産（文化遺産）に

登録されています。次回は、Midoroma さんが巡るアマルフィ紀行です。 

 

ご意見・お問合せ・旅行のご相談は→info@ivc-net.co.jp 


